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健康経営について

2013年に会社設⽴以来、イオンリカーは
⿊字化を⽬指し全⼒疾⾛をしてきました。

創業10年⽬となり、会社のさらなる発展に向けて、
成⻑の第⼆段階を迎えるにあたり、

もう⼀度、会社を⽀える「ひと」を⼤事にすることにフォーカスしていきます。

また、⾃社の健康課題として、「平均年齢が⾼い」ことがあげられます。
潜在的な健康リスクを抱えている社員が多くいると推測されるため

未然予防の施策が必要です。

さらにはお客様に対し、健康経営の施策を通じても
イオンリカーの企業理念である「お酒を通じた豊かな暮らしを提供する」ことを

実現させたいと考えています。

これらが、健康経営に取り組むきっかけとなり
2020年にイオンリカー健康経営宣⾔をしました。

その取り組みを継続する中で、2021年から3年連続で
「健康経営優良法⼈」の認定を受け、

2023年3⽉に「ホワイト500」の認定企業となりました。

イオンリカーが
明⽇出社したくなる会社となれるよう、

全社で健康経営を推進し、積極的に取り組んでいきます。

１、健康経営宣⾔・トップメッセージ

健康経営の⽬的

-従業員と家族の健康を守る

解決したい課題・期待する効果
-従業員が⼼⾝ともに健康で、⻑期にわたり働き続けられる事を⽬指している

-会社を⽀える「ひと」を⼤事にし、全体への施策から⼀⼈⼀⼈の健康課題へ
フォーカスし、個⼈に寄り添った対応をすることが課題
-産業医、臨床⼼理⼠等の専⾨家と⼀緒に個⼈の課題を解決し
「従業員満⾜度、働きがいの向上」を期待する

【イオンリカー㈱ 健康経営宣⾔】
お酒と⾷のある幸せな暮らしを⽬指すために
イオンリカーは従業員と家族の、⽣涯を通じての

⼼とカラダの健康づくりを推進します。

トップメッセージ

イオンリカーは、従業員と家族の健康を守ります。
私たちは、「⾷卓を華やかに彩る美味しい「酒」と「⾷」を提供すること」を理念に
掲げています。
この理念を実現するには、従業員⼀⼈⼀⼈が健康で⽣き⽣き働ける環境が
不可⽋です。
イオンリカーを「仕事が楽しく、やりがいがあり、働きたくなる会社」にするために、
経営層・従業員が⼀体となり、「こころとからだの健康を維持・増進できる
職場環境づくり」に取り組みます。
会社を⽀える「ひと」を⼤事にし、⼼⾝共に健やかで、継続して成⻑する⼈材が、
⻑期にわたり働き続けられることを⽬指します。
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２、健康経営全体像

４、健康経営取組のあゆみ
2020年︓健康経営宣⾔

健康経営優良法⼈ 初認定
－インフルエンザ予防接種 健保扶養家族接種費⽤補助
－⾎液検査40歳未満 会社費⽤負担

2021年︓健康経営優良法⼈ 連続認定
－メンタルヘルスセミナ―実施（⾃社独⾃内容）

2022年︓こころの健康相談窓⼝設置(⾃社従業員専⽤）
2023年︓看護治療休暇制度 導⼊

３、５か年計画
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４、戦略マップ

改善状況の検証

●⾝体の健康︓
ー「2次検診対象者数」を指標に検証
ー平均年齢上昇と共に、対象者数も増加している傾向

●⼼の健康︓
ー「休業者数、ストレスチェック⾼ストレス者、⾏動サーベイの働きがい・満⾜度の設問」を
指標に検証
ー⾼ストレス者と休業者数が⽐例して増加傾向

●今後︓
「2次検診・健康指導の受診奨励」「メンタルヘルス不調の予防」に注⼒し、個⼈の
健康課題を解決する為、数値検証を継続

５、健康経営推進 体制図

各事業所から推進担当者を選任。労使間の協⼒体制がある。
安全衛⽣委員会を活⽤し、職場アンケートにより従業員が施策への提案・意⾒交換が
できる場がある。また労働安全に関して、労使で協議し、労災発⽣時は、事由の共有
他店での発⽣の可能性（リスク評価）について議論をする。

労働組合との連携

データへルスを推進する。
頻繁に情報交換をし、好事例を積極的に取り⼊れる。

専⾨家との連携

産業医が健康経営施策の⽴案に携わり、また個別の健康課題の解決に向け、定期健康
診断後の就労判定を100％実施する。
また、⾃社の⾵⼟を理解している臨床⼼理⼠が、メンタル不調の予防の為、⾃社独⾃の
相談窓⼝でカウンセラーをし、さらに休業者の復帰のサポートを実施する。

健康保険組合・グループ各社との連携

健康経営担当役員が、毎⽉の経営会議、四半期ごとの役員会議で健康経営の施策
内容・進捗についての報告する。

経営層との連携
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６、取り組み内容
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７、 重点⽬標 参考︓各種数値報告

★ ⾏動サーベイ・ストレスチェックは選択肢5段階で回答したものを5点満点で集計した全従業員平均
★ ⾏動サーベイ＝独⾃の従業員サーベイ

※1 「あたなは、現在の仕事にやりがい（充実感・達成感など）を感じていますか？」への回答の全従業員平均
※2 「あなたは今の会社で働くことを知り合いなど他の⼈に進めたいですか」「あなたは現在の会社の従業員であることに

満⾜していますか」への回答の全従業員平均
※3 「あなたの職場は、上司や同僚等と異なる意⾒や考えがあっても、⾃由に⾔い合える雰囲気があると思うか」への

回答の全従業員平均
※4 「あなたは、ご⾃⾝の健康維持や増進に対して会社からサポートを得られていると思いますか？」への回答の全従業員平均
※5 ストレスチェック時に同意を得られた受検者にWHO-HPQを実施し測定した絶対的⽣産性損失割合
※6 アブセンティーズムは、傷病⼿当⾦⽀給対象⽇の延べ⽇数の正社員平均


